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渡部昇一著「教養の伝統について」講談社学芸文庫，講談社 1977 年 11 月 10 日刊を読む


 

「スペンサーの進化論」の概略


１．(１)まず，ある「社会は進化」していきます。 

(２)そうすると，ついに「均衡状態(equilibrium)に達することに到ります。

きんこう

(３)ここでは，「倫理」も「社会制度」も一つの完成の域に至って，そこに住む人も「安心立命」
あんしんりつめい

があります。


 

２．(１)ところが，この均衡状態にある社会に，「何か強い外力」が加わると，その「均衡が破れ」，

その「社会は解体(disintegration，dissolution の過程)」に入ります。


(２)このプロセスにおいて強く働く原理が｢適者生存｣という「進化の法則」なのです。


(３)つまり，「スペンサーの進化論」では， 

①「進化の彼方にある社会」と 

②「進化中の社会」と二つあるのです。


 

３．この説を簡単に示すと次のようになります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．(１)「古い日本は滅びるであろう 

新しいに日本がやってくる


若い人たちは新しい勉強しなければならない。


これからの日本が必要とするのは一般学であり，機械学であり，化学である。」 

(２)「古い日本の均衡を崩す」ように働いた「外力」は，西洋文明，機械文明，帝国主義とい

える。
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(３)以上の外に，ラフカディオハーンは，「キリスト教の福音」をスペンサーの社会進化論の

中の「外力」を認めた。


 

５．明治の知識人の典型ともいうべき「ラフカディオハーン」と「夏目漱石」は明治という時代の

理解にとってダーウィンやスペンサーの「進化哲学」がいかに有用なものかを示す。


― 2026 年 10 月 19 日　林明夫―


